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「開校 70 周年記念式典」を終えて                      

校長 寺本 喜和  

 11月12日本校の開校70周年記念式典を挙行いたしました。⒍年生の立派に成長した姿で引き締まっ

た素晴らしい式典となりました。今月号では,式典の中で私が式辞としてお話しした内容をご紹介させ

ていただきます。周年実行委員の皆様,PTAの皆様,地域の皆様,歴代の校長先生方をはじめとする教職

員の皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

１２月号 

令和元年１１月２９日 

調布 市立 上 ノ原 小 学校  

校 長   寺 本  善 和   

t e l   042-485-127１

h t t p : // ww w . c h o f u - s c h o o l s . j p / u e n o h a r a - s h o  

 

家庭数 

 

校 長 式 辞                         （前略）  

 私たちの上ノ原小学校の前身は，昭和２１年４月、終戦間もない頃、滝坂小学校の分校として生まれ

ました。そして，昭和２４年４月１日，東京都北多摩郡神代村立上ノ原小学校として独立し，現在に至

り，今年７０周年をむかえました。その間，昨年度までに，この上小を卒業した卒業生は９１６６名を

数え ,内外に多くの人材を輩出しております。  

 開校以来７０年という時を積み重ねる中で ,地域の皆様方、PTA の皆様方､そして歴代の校長先生方を

はじめとする教職員の方々が、まさに一丸となって上小の教育を進めてこられました。「自分たちの子

どもたち，地域の宝物である子どもたちを健やかに育てたい。」という，その熱き思いと情熱、そして，

ご尽力に敬意を表する次第です。  

 私はこの 4 月に上ノ原小学校に着任して ,わずか 7 ヶ月ですが，本校が地域や保護者の方々と熱き思

いを共有し，「わがまちの学校・上ノ原小学校」として，皆様から愛されていることを実感してまいり

ました。毎日，一日も欠かさず行われている登下校時の見守り活動，そして，季節の様々な節目で行わ

れている地域の行事など，また，PTA の皆様による学校への全面的なご支援，どのことをとってみても，

校長として，とてもありがたく，本日この場をお借りして感謝申し上げる次第です。  

 さて，代表としてこの場に参加してくれている 6 年生の皆さん。皆さんは，70 年目に在校すること

のできた幸運な在校生です。本日参加していない 1 年生から５年生の代表としてだけでなく，今まで上

小で学んできた全ての子どもたちの代表として参加してもらっています。  

 先日行われた記念集会では，大先輩の遠藤さんからお話をうかがいましたね。遠藤さんが学んでいた

ころの上小の様子や，皆さんの先輩がどのような思いで，上小のことを見守っておられるのか，そして，

遠藤さんのような先輩や地域の方々がたくさんおられることを知りましたね。皆さんも遠藤さんのよう

な先輩方と同様に，この「上小で学ぶ誇り」をもち，それをこれからも大切にして，自分の人生を切り

拓いていってください。  

 １０年後，２０年後，そして３０年後の創立１００周年には，社会の中心となって活躍し，「調布が

ふるさと」「上ノ原小学校が母校」と言える大人になってくれることを心から願っています。私は ,人生

で最も大切なことは「人との出会い」であると思います。皆さんも上ノ原小学校で多くの友人や地域の

方々・先生方に出会ってきたことでしょう。「人と人とが知り合い結びつくこと」を「縁（えん）があ

る」と言いますが，今日のこの式典をきっかけにして，人と人の「縁」を心に刻んで，これからの人生

を歩んでいって欲しいと思います。  

 ご参会の皆様，私は教育とは「未来を創る仕事で  

ある。」と考えております。そして，その未来の担  

い手は間違いなく今この場に参列してくれている  

６年生をはじめとする，私たちの大切な子どもたち  

です。子どもたちは，この７０周年の記念行事を通  

して，諸先輩方の努力と献身を強く感じております。  

現在，上ノ原小学校で学ぶ子どもたちは９８０名あ  

まりですが，私達教職員一同，諸先輩方の後を継承  

して，目の前の子どもたちの教育をしっかりと進め  

ていくこと，そのことが素晴らしい未来を創ること  

につながるということを肝に銘じ ,力を合わせて ,上  

小での教育活動に努力してまいります。（後略）  

 

 



そうじをしっかりしよう 
 ○身のまわりの整頓をする。       ○そうじのやり方を覚える。 

○時間内にそうじをする。         ○ごみを落とさない・ごみをすすんでひろう。  

○使ったものの後始末をきちんとする。 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 予     定 日 曜 予     定 

1 日  17 火  

2 月 全校朝会（人権集会）委員会活動  脊柱側弯検診（ 5 年） 18 水  

3 火 ユニセフ募金 19 木 児童集会 

4 水 避難訓練 音楽集会（5 年発表）       20 金  

5 木 連合音楽会（５年） 21 土 天皇誕生日 

6 金  22 日  

7 土  23 月   

8 日  24 火 給食（終）大掃除 

9 月   25 水 終業式 

10 火  26 木 冬季休業日（始） 

11 水  27 金  

12 木 児童会集会 28 土  

13 金 作品展 29 日  

14 土 作品展 道徳地区公開 30 月  

１５ 日  31 火  

１６ 月 クラブ活動  1/８ 水 始業式 

  

生活目標 

冬休みを前に 
 冬休みは、短い休みですが、暮れから正月にかけ、各ご家庭も

多忙な毎日でしょう。このような時こそ、働くことの尊さ、楽し

さを教え、実践させるよい機会です。また、冬休みを安全に過ご

すためにも、普段から、特に次のことの徹底をお願いします。 

○外出するときは必ず防犯ブザーを持ち、「だれと」「どこへ」「帰

る時間」等を伝える習慣をつけさせる。＊防犯ブザーの点検も

してください。 

○暗くなる前に家に帰らせる。 

○交通ルールを守らせる（特に、自転車の安全な乗り方）。 

その他、後日配布する『冬休みの生活のしおり』をご家庭でご

確認下さい。 

学校公開・道徳地区公開講座のお知らせ 

道徳の授業とともに、子どもたちの学習や休み時間の様子をご覧いただこうと、下記の日程

で、学校公開・作品展・道徳地区公開講座を計画いたしました。また、２校時終了後、講演会

を行います。ご都合をつけて、是非ご来校いただきますようご案内申し上げます。  

○日時 令和元年年１２月１４日（土）  

○１校時 ８：３５～９：２０（４～6 年道徳公開）  

 ２校時 ９：２５～１０：１０（１～3 年道徳公開）  

○講演会「新しい門出に向けて  ～思春期の子どもたちとどう向き合う～」家庭科室  １０：３０～１１：１５  

※保護者の方は、ネームプレートと上履きをご持参下さい。  

※詳しくは、学校から配布されたお手紙をご覧ください。  

70 周年記念式典 

ラジオレター 

調布 FMで 70周年のラジオレ

ターの放送があります。 

放送日 

12 月 18 日（水）18：10 頃 

12 月 22 日（日）14：40 頃 

ぜひ、ご視聴ください。 


